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	 そこで申請者は銀河系で最も活発な大質量星形成領域の一つである W51 に着




クト FOREST Ultra-wide Galactic plane survey In Nobeyama (FUGIN; 風
神) の一部としてこの領域に対し、高空間分解能 (~18'')の 12CO, 13CO, C18O 




し、解析を行った。その結果、より質量の大きな Young Stellar Object (YSO)
を作る傾向のある分子雲ほど、(1) 水素分子の柱密度が高く自身の質量が大き
い, (2) 13CO (J=3-2)/ (J=1-0)比が高い, (3) 8 μm が強い、といった傾向が共通
して見られた。これは水素分子の柱密度が高く自身の質量が大きいほど大質量
星を形成し、その輻射で周囲が加熱されて 13CO (J=3-2)/ (J=1-0)比が高く 8 μ
m の放射も強くなるというシナリオに一貫している。 
	 そして、分子雲衝突の詳細などを調べることによって W51 においては単一
ではなくその内部構造同士の多くの衝突が星形成と深く関わっている可能性が
あることを明らかにした。 
	 近年、Atacama	Large	Millimeter/submillimeter	Array	(ALMA)を始めとする
高性能望遠鏡により近傍銀河中の巨大分子雲の観測的研究が大きく進展してい
る。本研究は、それらによって明かされていく銀河中の巨大分子雲と星形成の
関係の重要な手がかりになる。	
 
 
